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コ
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自
然
の
恩
恵
は
子
ど
も
の
権
利

—
—

多
く
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た

二
小
樹
木
救
出
の
奇
跡

二
小
近
隣
住
民
Ｓ

2
年
前
の
春
、
二
小
建
て
替
え
の
説

明
会
に
参
加
し
、
木
々
が
多
数
伐
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
新
し
く
若
木
を
植
え
る

に
し
て
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ

た
生
態
系
が
伐
採
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。幸

い
、
こ
の
懸
念
を
共
有
し
て
く
れ
る

仲
間
と
、
市
に
話
を
つ
な
げ
て
く
れ
る
議

員
が
い
た
。
お
か
げ
で
、
担
当
部
署
と
の

話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
結

局
、
伐
採
は
や
む
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
に

話
は
行
き
つ
き
、
こ
の
春
を
迎
え
た
。

だ
が
突
然
の
よ
う
に
奇
跡
が
起
こ
る
。

映
画
「
杜
人
（
も
り
び
と
）
」
の
矢
野
智

徳
氏
（
環
境
再
生
医
）
が
視
察
に
来
て
移

植
の
道
が
開
け
た
の
だ
っ
た
。

突
然
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
こ
の
数

年
間
で
、
こ
こ
に
至
る
「
水
脈
」
は
着
々

と
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

座
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
気
候
変
動
と
、

持
続
可
能
な
社
会
志
向
。
再
開
発
に
よ
る

樹
木
伐
採
計
画
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
声
。

映
画
「
杜
人
」
の
公
開
と
、
監
督
が
国
立

市
民
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
小
の
子
ど

も
と
保
護
者
の
、
木
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
。
そ
れ
ら
が
ぴ
た
り
、
ぴ
た
り
と
重

な
っ
て
今
回
の
奇
跡
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

そ
こ
に
、
市
、
市
教
委
、
市
民
団
体
、

建
設
会
社
、
造
園
家
集
団
、
彼
ら
す
べ

て
に
よ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
樹
木
の
引
っ
越
し
の
決
断
が
な
さ
れ

た
。こ

の
決
断
を
称
え
た
い
と
思
う
。
移
植

が
成
功
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
自
然
環

境
保
全
へ
の
革
新
的
な
一
歩
に
な
る
。
た

と
え
叶
わ
な
く
て
も
未
来
の
学
問
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
だ
。

国
立
市
は
現
在
「
子
ど
も
基
本
条
例
」

を
策
定
中
だ
が
、
私
は
「
自
然
環
境
の
保

護
」
を
条
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
然
の
恩
恵
は
ど
の
子
に
も
平
等

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
だ
と
。

樹
木
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
、
連

日
の
酷
暑
に
耐
え
な
が
ら
思
う
。
二
小
の

東
側
フ
ェ
ン
ス
沿
い
、
既
存
の
木
々
の
間

に
、
仮
置
き
の
約
40
本
の
樹
木
が
並
ぶ

そ
の
辺
り
だ
け
は
気
温
が
低
く
、
涼
し
い

風
が
吹
き
抜
け
る
の
だ
。

今
、
地
球
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
状

況
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
今
す
ぐ
何
と
か
せ
ね
ば
！
と
い

う
局
面
。
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
振
り

返
れ
ば
、
な
ぜ
か
見
え
る
の
は
希
望
の
光

だ
。多

く
の
人
が
、
良
い
世
の
中
を
作
り
た

い
と
願
い
、
「
水
脈
」
は
す
で
に
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
湛
え
て
い
る
。
流
れ
は
た
ぶ

ん
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
奇
跡
は
き
っ
と
、

ま
た
、
起
き
る
だ
ろ
う
。

参議院議員木村えいこさんを迎えて、駅前街頭宣伝

7期目のスタートにあたって

うえむら かずこ

上村和子
国立市議会議員／現職7期

無所属 一人会派「こぶしの木」

活動レポート No.95

3月、二小の桜。5月、多くの人の思いがつながって、
伐採予定のうち40本を救出。

うえむらかずこ 活動日誌（′23.5〜8月）

「加害者としての戦争を語る会」

日時：9月17日(日)昼2時〜
場所：くにたち公民館・講座室
内容：ノンフィクション作家の高瀬毅

さんに被爆地・長崎で今、何が
起きているかお話しいただきます。

費用：無料
申込：090-1469-1094（龍野）

（★は議会関係の活動）

5月8日★新体制を協議する議員顔合わせの会参加

15日★議長立候補意見表明会に参加

18日ゼロエミッション国立の会からの市長に対する提案の場をコーディネート

23日★6月議会一般質問通告
26日★6月議会の議案説明を受ける

29日★6月議会初日の文化スポーツ財団と土地開発公社の経営状況の報告を受ける

6月2日 フルインクルーシブをテーマにした劇とシンポジウム参加

6日★6月議会初日・本会議
8日 9,12,13 ★一般質問(上村は13日)

14日★休会白日/議員有志で農業委員候補の畑を見て、話を聞く。
15日★総務文教委員会出席

16日★建設環境委員会

19日★福祉保険委員会

25日 フルインクルーシブ教育について、保護者からの相談を受ける

26日★最終本会議

7月1日二小樹木保存活動紹介イベント参加(旧駅舎)
3日東京都こども基本条例自主勉強会参加

4日 コミュニティスクールについての市民相談を受ける

12日脱炭素社会に向けての市民相談を受ける

15日土曜夜会の8周年駅頭情宣に参加
21日参議院議員木村えいこさんと、国政についての意見交換

24日子どもの虐待に関する市民相談を受ける

25日 ジェンダーとフェミニズムをテーマの懇談会に参加

29日 PFAS汚染学習会に参加/「メンタルヘルスとリカバリー」講座に参加
8月2日不燃ごみやビン、缶などの選別作業を行う環境センター視察

9日 「介護を産業に」をテーマにした当事者団体と市役所担当課との話し合いに同席

14日★一般質問通告開始/9月議会議案説明を受ける
15日高齢の一人暮らしの市民の支援会議に参加

こ
れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
当

事
者
参
画
と
人
権
行
政
で
進
め
ま

す
！

上
村
和
子

私
は
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の
手

で
！
」
を
実
現
す
る
人
権
の
議
席
を
今
こ

そ
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
４
月
の

選
挙
に
立
候
補
し
、
１
２
２
１
票
を
い
た

だ
き
、
２
１
議
席
中
第
９
位
で
当
選
、
７

期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
本
来
、
選
挙
は
ま
ち
の
未
来
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
、
市
民
が
語
り
・
考
え
る
場

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
主
体
は
候
補
者

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
あ
る
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
選
挙
期
間
中
は
女
性
、

し
ょ
う
が
い
、
貧
困
、
多
様
性
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
い
く
つ
も
青
空
討
論
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
私
の
公
約
も
、
市
民
が

集
ま
り
、
政
策
を
出
し
合
い
、
議
論
し
て

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
外
交
政
策

の
失
敗
、
政
治
の
失
敗
で
す
。
仮
想
の
敵

に
対
す
る
攻
撃
準
備
で
は
な
く
、
対
話
を

重
視
し
た
積
極
的
外
交
を
首
相
自
ら
が
率

先
し
て
や
る
べ
き
で
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲
法
9

条
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、

全
て
の
住
民
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
と
人

権
と
平
和
を
守
る
施
策
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
市
役
所
に
駆
け
込
め

ば
道
は
拓
け
る
、
そ
う
い
う
市
役
所
を
つ

く
り
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
影
響
と
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
は
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。

つ
く
り
ま
し
た
。

私
は
選
挙
そ
の
も
の
を
民
主
主
義
の
広

場
に
し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
が
選
挙
を
通
し
て
ま
ち
の
政
治
を
語

り
合
う
場
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
選
挙
中
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
高
齢
の
女
性
で
し
た
。
私
自
身
も
時
に

は
車
椅
子
に
乗
っ
て
の
演
説
で
、
当
事
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

居
住
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
こ
ど

も
の
生
き
る
権
利
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
や
高
齢
者
や

外
国
籍
住
民
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
権

利
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
は
山
積
み
で
す
。

危
機
の
時
代
へ
の
突
入
を
前
に
、
偽
物
と

本
物
の
危
機
を
見
分
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
人
権
感
覚
を
き
た

え
な
が
ら
、
7
期
目
も
全
て
の
施
策
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
で
、

◆
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
い
の

ち
を
脅
か
す
ほ
ど
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
こ
の
夏
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
大
き
な
樹
木
の
積
極
的
保
全
／

緑
地
確
保
／
人
が
安
全
に
生
き
ら
れ
な
く

な
る
気
温
上
昇
１
・
５
度
を
止
め
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で
６

２
％
削
減
を
国
立
市
の
目
標
と
す
る
、
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
形
で
始

ま
っ
た
戦
争
は
長
期
化
し
、
世
界
を
巻
き

込
み
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
こ
の

世
に
正
し
い
戦
争
は
な
い
」
と
い
う
真
理

生
活
困
窮
の
問
題
／
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
複

合
す
る
困
難
を
抱
え
た
女
性
支
援
／
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
残
さ
ず
、
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
す
る
仕
組
み
／

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
、
最
期
ま
で
尊
厳

が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

な
ど
、
当
事
者
を
中
心
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

◆
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
間
違
い
続
出
の

マ
イ
ナ
ー
保
険
証
の
強
行
、
有
害
汚
染
物

質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
の
汚
染
問
題
な
ど

新
し
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
躍
進
に
よ
る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
調

査
検
証
し
、
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

社
会
構
造
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
の
側
に
立
っ
た
議
員
活
動
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
皆
さ
ま

に
お
約
束
し
ま
す
。

寄
稿
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ラ
ム
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—
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が
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た

二
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樹
木
救
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の
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跡
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民
Ｓ
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の
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の
説
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、
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数
伐
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れ
る

こ
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を
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新
し
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植
え
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に
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も
、
長
い
年
月
を
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た
生
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系
が
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採
で
失
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る
こ
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な
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共
有
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担
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結

局
、
伐
採
は
や
む
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
に

話
は
行
き
つ
き
、
こ
の
春
を
迎
え
た
。

だ
が
突
然
の
よ
う
に
奇
跡
が
起
こ
る
。

映
画
「
杜
人
（
も
り
び
と
）
」
の
矢
野
智

徳
氏
（
環
境
再
生
医
）
が
視
察
に
来
て
移

植
の
道
が
開
け
た
の
だ
っ
た
。

突
然
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
こ
の
数

年
間
で
、
こ
こ
に
至
る
「
水
脈
」
は
着
々

と
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

座
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
気
候
変
動
と
、

持
続
可
能
な
社
会
志
向
。
再
開
発
に
よ
る

樹
木
伐
採
計
画
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
声
。

映
画
「
杜
人
」
の
公
開
と
、
監
督
が
国
立

市
民
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
小
の
子
ど

も
と
保
護
者
の
、
木
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
。
そ
れ
ら
が
ぴ
た
り
、
ぴ
た
り
と
重

な
っ
て
今
回
の
奇
跡
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

そ
こ
に
、
市
、
市
教
委
、
市
民
団
体
、

建
設
会
社
、
造
園
家
集
団
、
彼
ら
す
べ

て
に
よ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
樹
木
の
引
っ
越
し
の
決
断
が
な
さ
れ

た
。こ

の
決
断
を
称
え
た
い
と
思
う
。
移
植

が
成
功
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
自
然
環

境
保
全
へ
の
革
新
的
な
一
歩
に
な
る
。
た

と
え
叶
わ
な
く
て
も
未
来
の
学
問
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
だ
。

国
立
市
は
現
在
「
子
ど
も
基
本
条
例
」

を
策
定
中
だ
が
、
私
は
「
自
然
環
境
の
保

護
」
を
条
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
然
の
恩
恵
は
ど
の
子
に
も
平
等

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
だ
と
。

樹
木
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
、
連

日
の
酷
暑
に
耐
え
な
が
ら
思
う
。
二
小
の

東
側
フ
ェ
ン
ス
沿
い
、
既
存
の
木
々
の
間

に
、
仮
置
き
の
約
40
本
の
樹
木
が
並
ぶ

そ
の
辺
り
だ
け
は
気
温
が
低
く
、
涼
し
い

風
が
吹
き
抜
け
る
の
だ
。

今
、
地
球
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
状

況
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
今
す
ぐ
何
と
か
せ
ね
ば
！
と
い

う
局
面
。
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
振
り

返
れ
ば
、
な
ぜ
か
見
え
る
の
は
希
望
の
光

だ
。多

く
の
人
が
、
良
い
世
の
中
を
作
り
た

い
と
願
い
、
「
水
脈
」
は
す
で
に
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
湛
え
て
い
る
。
流
れ
は
た
ぶ

ん
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
奇
跡
は
き
っ
と
、

ま
た
、
起
き
る
だ
ろ
う
。

参議院議員木村えいこさんを迎えて、駅前街頭宣伝

7期目のスタートにあたって

うえむら かずこ

上村和子
国立市議会議員／現職7期

無所属 一人会派「こぶしの木」

活動レポート No.95

3月、二小の桜。5月、多くの人の思いがつながって、
伐採予定のうち40本を救出。

うえむらかずこ 活動日誌（′23.5〜8月）

「加害者としての戦争を語る会」

日時：9月17日(日)昼2時〜
場所：くにたち公民館・講座室
内容：ノンフィクション作家の高瀬毅

さんに被爆地・長崎で今、何が
起きているかお話しいただきます。

費用：無料
申込：090-1469-1094（龍野）

（★は議会関係の活動）

5月8日★新体制を協議する議員顔合わせの会参加

15日★議長立候補意見表明会に参加

18日ゼロエミッション国立の会からの市長に対する提案の場をコーディネート

23日★6月議会一般質問通告
26日★6月議会の議案説明を受ける

29日★6月議会初日の文化スポーツ財団と土地開発公社の経営状況の報告を受ける

6月2日 フルインクルーシブをテーマにした劇とシンポジウム参加

6日★6月議会初日・本会議
8日 9,12,13 ★一般質問(上村は13日)

14日★休会白日/議員有志で農業委員候補の畑を見て、話を聞く。
15日★総務文教委員会出席

16日★建設環境委員会

19日★福祉保険委員会

25日 フルインクルーシブ教育について、保護者からの相談を受ける

26日★最終本会議

7月1日二小樹木保存活動紹介イベント参加(旧駅舎)
3日東京都こども基本条例自主勉強会参加

4日 コミュニティスクールについての市民相談を受ける

12日脱炭素社会に向けての市民相談を受ける

15日土曜夜会の8周年駅頭情宣に参加
21日参議院議員木村えいこさんと、国政についての意見交換

24日子どもの虐待に関する市民相談を受ける

25日 ジェンダーとフェミニズムをテーマの懇談会に参加

29日 PFAS汚染学習会に参加/「メンタルヘルスとリカバリー」講座に参加
8月2日不燃ごみやビン、缶などの選別作業を行う環境センター視察

9日 「介護を産業に」をテーマにした当事者団体と市役所担当課との話し合いに同席

14日★一般質問通告開始/9月議会議案説明を受ける
15日高齢の一人暮らしの市民の支援会議に参加

こ
れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
当

事
者
参
画
と
人
権
行
政
で
進
め
ま

す
！

上
村
和
子

私
は
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の
手

で
！
」
を
実
現
す
る
人
権
の
議
席
を
今
こ

そ
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
４
月
の

選
挙
に
立
候
補
し
、
１
２
２
１
票
を
い
た

だ
き
、
２
１
議
席
中
第
９
位
で
当
選
、
７

期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
本
来
、
選
挙
は
ま
ち
の
未
来
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
、
市
民
が
語
り
・
考
え
る
場

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
主
体
は
候
補
者

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
あ
る
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
選
挙
期
間
中
は
女
性
、

し
ょ
う
が
い
、
貧
困
、
多
様
性
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
い
く
つ
も
青
空
討
論
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
私
の
公
約
も
、
市
民
が

集
ま
り
、
政
策
を
出
し
合
い
、
議
論
し
て

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
外
交
政
策

の
失
敗
、
政
治
の
失
敗
で
す
。
仮
想
の
敵

に
対
す
る
攻
撃
準
備
で
は
な
く
、
対
話
を

重
視
し
た
積
極
的
外
交
を
首
相
自
ら
が
率

先
し
て
や
る
べ
き
で
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲
法
9

条
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、

全
て
の
住
民
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
と
人

権
と
平
和
を
守
る
施
策
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
市
役
所
に
駆
け
込
め

ば
道
は
拓
け
る
、
そ
う
い
う
市
役
所
を
つ

く
り
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
影
響
と
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
は
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。

つ
く
り
ま
し
た
。

私
は
選
挙
そ
の
も
の
を
民
主
主
義
の
広

場
に
し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
が
選
挙
を
通
し
て
ま
ち
の
政
治
を
語

り
合
う
場
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
選
挙
中
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
高
齢
の
女
性
で
し
た
。
私
自
身
も
時
に

は
車
椅
子
に
乗
っ
て
の
演
説
で
、
当
事
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

居
住
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
こ
ど

も
の
生
き
る
権
利
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
や
高
齢
者
や

外
国
籍
住
民
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
権

利
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
は
山
積
み
で
す
。

危
機
の
時
代
へ
の
突
入
を
前
に
、
偽
物
と

本
物
の
危
機
を
見
分
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
人
権
感
覚
を
き
た

え
な
が
ら
、
7
期
目
も
全
て
の
施
策
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
で
、

◆
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
い
の

ち
を
脅
か
す
ほ
ど
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
こ
の
夏
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
大
き
な
樹
木
の
積
極
的
保
全
／

緑
地
確
保
／
人
が
安
全
に
生
き
ら
れ
な
く

な
る
気
温
上
昇
１
・
５
度
を
止
め
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で
６

２
％
削
減
を
国
立
市
の
目
標
と
す
る
、
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
形
で
始

ま
っ
た
戦
争
は
長
期
化
し
、
世
界
を
巻
き

込
み
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
こ
の

世
に
正
し
い
戦
争
は
な
い
」
と
い
う
真
理

生
活
困
窮
の
問
題
／
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
複

合
す
る
困
難
を
抱
え
た
女
性
支
援
／
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
残
さ
ず
、
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
す
る
仕
組
み
／

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
、
最
期
ま
で
尊
厳

が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

な
ど
、
当
事
者
を
中
心
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

◆
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
間
違
い
続
出
の

マ
イ
ナ
ー
保
険
証
の
強
行
、
有
害
汚
染
物

質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
の
汚
染
問
題
な
ど

新
し
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
躍
進
に
よ
る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
調

査
検
証
し
、
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

社
会
構
造
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
の
側
に
立
っ
た
議
員
活
動
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
皆
さ
ま

に
お
約
束
し
ま
す
。

一
般
質
問

「
国
立
介
護
」
を
ま
ち
の

ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
る

介
助
者
不
足
は
深
刻
で
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
基
盤
に

し
た
介
護
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
立
市

に
は
歴
史
的
に
も
実
態
と
し
て
も
既
に

あ
り
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た

り
、
国
立
市
で
行
わ
れ
て
き
た
介
護
を
、

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
る
こ
と
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

大
川
潤
一
健
康
福
祉
部
長

国
立
市
で
は
資
格
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
介
護
が
で
き
る
地
域
参
加
型
介
護

サ
ポ
ー
ト
事
業
（
地
サ
ポ
）
の
制
度
が

あ
る
。
こ
の
地
サ
ポ
に
関
す
る
情
報
を

集
約
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
持

た
せ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
で
き
れ

ば
、
さ
ら
に
地
域
ベ
ー
ス
で
の
支
え
合

い
の
展
開
も
期
待
で
き
る
。

そ
の
過
程
で
市
か
ら
積
極
的
に
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
、
見
学
や
介
護
体
験

も
増
え
、
人
材
の
交
流
が
生
ま
れ
新
た

な
人
材
が
は
い
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
好
循
環
を
目
指
す
取
り
組
み
の
大
き

な
方
向
そ
れ
自
体
が
国
立
介
護
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
た
も
の
と
言
え
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
ど
こ
に
置

い
て
誰
が
担
う
か
、
情
報
発
信
、
学
校

と
の
連
携
ど
う
す
る
か
な
ど
、
当
事
者

と
も
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
財
政

部
門
と
も
調
整
し
て
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を

小
国
喜
弘
教
授
に
委
嘱

橋
本
祐
幸
教
育
部
長
答
弁

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
東
京
大
学
大

学
院
の
小
国
喜
弘
教
授
に
お
願
い
し
て

い
る
。
方
向
性
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く

り
に
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。
教
職

員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見

交
流
も
進
め
て
い
き
た
い
。

上
村
和
子

多
様
な
子
ど
も
た
ち
が
多
様
性
を
尊

重
さ
れ
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
受
け

な
が
ら
通
常
学
級
に
い
ら
れ
る
、
そ
の

よ
う
な
教
育
条
件
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長
答
弁

子
ど
も
同
士
の
関
係
性
を
ど
う
つ

く
っ
て
い
く
か
、
お
互
い
が
支
援
し
合

え
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。
取
り
組
み
の
報

告
も
受
け
て
い
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
共

有
し
な
が
ら
前
に
進
め
た
い
。

上
村
和
子

私
も
記
録
の
動
画
を
見
た
。
子
ど
も

同
士
の
中
で
、
自
分
と
違
う
子
ど
も
、

仲
間
を
一
緒
に
入
れ
な
が
ら
、
共
に
考

え
て
共
に
楽
し
む
、
共
に
生
か
し
合
う
、

そ
の
よ
う
な
実
践
が
国
立
市
で
始
ま
っ

て
い
る
。
む
し
ろ
、
し
ょ
う
が
い
の
な

い
子
が
人
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う

場
づ
く
り
。
ぜ
ひ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

寄
稿
コ
ラ
ム

フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
っ
て
？

国
立
市
み
ん
な
の
学
校
づ
く
り

市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

澤
田
宏
子

い
い
日
本
語
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

共
に
生
き
る
教
育
、
と
言
え
ば
い
い
だ

ろ
う
か
。
障
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
我

が
家
の
長
女
は
4
月
か
ら
国
立
第
一
中

学
校
の
普
通
級
の
1
年
生
に
な
っ
た
。

毎
日
の
登
下
校
で
も
小
学
校
時
と
同

様
見
守
り
は
変
わ
ら
ず
必
要
で
。
日
常

生
活
介
助
も
必
要
。
支
援
だ
ら
け
の
中

学
校
生
活
。
当
事
者
で
あ
る
本
人
の
意

思
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
教
員
、
保

護
者
、
支
援
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
出

し
な
が
ら
手
探
り
の
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
る
。

休
み
時
間
や
授
業
内
で
、
ク
ラ
ス
の

友
達
か
ら
の
声
か
け
に
応
答
し
た
り
し

な
か
っ
た
り
、
担
任
の
先
生
は
、
「
な

る
べ
く
大
人
か
ら
は
余
計
な
こ
と
を
言

わ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
、
関
わ
り
方

は
生
徒
た
ち
に
任
せ
て
い
ま
す
」
と
。

長
女
は
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
周
り
の

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
の
反
応

も
ま
ち
ま
ち
だ
し
、
み
ん
な
に
飽
き
ら

れ
ず
に
ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
い
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

生
徒
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て

く
れ
る
話
を
聞
く
と
安
堵
す
る
も
の
の
、

思
い
を
伝
え
き
れ
て
な
い
長
女
は
愛
想

を
つ
か
さ
れ
な
い
か
心
配
に
も
な
る
。

寄
稿
コ
ラ
ム

学
校
へ
の
奉
仕
を
強
制
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

東
区
在
住

佐
々
木
茂
樹

市
教
委
が
来
年
か
ら
各
学
校
に
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
、
「
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画

し
、
住
民
の
意
向
を
反
映
で
き
る
学
校
運

営
を
め
ざ
す
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
建
前
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

□
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
が

組
織
代
表
で
あ
り
、
住
民
の
多
様
な

意
見
は
無
視
さ
れ
る
。

□
委
員
の
選
出
に
は
校
長
が
関
わ
り
、

学
校
運
営
に
協
力
的
な
人
し
か

選
ば
れ
な
い
。

□
学
校
の
運
営
方
針
の
「
承
認
」
は

形
式
的
で
、
運
営
方
針
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

□
協
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
は

「
地
域
の
合
意
」
と
さ
れ
、
具
体
的

活
動
の
実
施
は
住
民
に
押
し
つ
け
る

こ
と
に
な
る
。

□
市
が
任
命
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
学
校
が
求
め
る
活
動
に
住
民
を

動
員
す
る
た
め
の
「
地
域
ボ
ス
」
に

な
り
、
文
科
省
の
教
育
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
住
民
に
浸
透
さ
せ
る
役
割
も

も
っ
て
い
る
。

補
正
予
算
案
に
反
対

不
登
校
の
別
室
登
校—

—

学
校
の
多
機
能
化
に
疑
問

６
月
議
会
総
務
文
教
委
員
会
で
補
正
予

算
案
の
中
に
、
東
京
都
の
決
定
に
基
づ
く

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
校
内
別
室
登
校

支
援
員
報
酬
６
３
４
万
１
千
円
が
入
っ
て

お
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
選
択
と
い
う
こ
と
で
、

「
学
校
の
多
機
能
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
「
選
択
」
が
「
選
別
」
に
つ
な
が
ら

な
い
か
気
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
学
校
の

中
に
、
①
通
常
学
級
、
②
特
別
支
援
学
級
、

③
発
達
し
ょ
う
が
い
の
特
別
支
援
学
級
、

④
補
強
し
た
い
教
科
を
学
ぶ
た
め
に
通
常

学
級
か
ら
定
期
的
に
通
う
特
別
支
援
教
室
、

が
あ
り
、
そ
こ
に
⑤
不
登
校
の
校
内
別
室

が
加
わ
り
ま
す
。

「
通
常
学
級
」
に
入
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
る
現
状
は
、
逆
に
、

「
通
常
学
級
」
そ
の
も
の
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
通
常
学

級
」
を
包
摂
型
に
し
て
、
個
別
支
援
も
お

こ
な
う
と
い
う
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
へ
本
気
で
取
り
組
む
時
で
す
。

そ
う
こ
う
し
て
迎
え
た
6
月
の
体
育

大
会
。
中
学
校
は
ほ
ぼ
記
録
会
で
、
運

動
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
。
そ
ん
な
大
会

に
参
加
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
心
配
し
て

い
た
。
先
生
方
と
生
徒
さ
ん
た
ち
で
考

え
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
競
技
『
玉

入
れ
』
。
全
学
年
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
４
組

で
、
得
点
を
争
っ
た
。

長
女
は
、
入
場
も
退
場
も
ク
ラ
ス
の

友
達
と
、
競
技
開
始
の
音
楽
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
の
玉
入
れ
も
、
上
手
に
投

げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
跳
び
跳
ね
て
と
て
も
楽
し
そ
う
。

最
後
ま
で
笑
顔
だ
っ
た
。
私
も
嬉
し

か
っ
た
。
玉
入
れ
の
得
点
は
71
個
で
、

な
ん
と
1
位
だ
っ
た
。

得
意
な
子
も
得
意
で
な
い
子
も
、
ど

う
や
っ
た
ら
参
加
で
き
る
か
？
を
考
え

て
み
る
、
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
や
っ
て
い

く
こ
と
が
、
共
に
生
き
る
た
め
の
試
行

錯
誤
。
正
解
な
ん
て
な
い
ん
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
考
え
を
出
し
合
い
、
合
わ
せ

て
い
く
の
が
大
事
か
な
あ
と
思
う
。

□
市
が
や
っ
て
い
る
子
ど
も
支
援
事
業

も
各
学
校
の
協
議
会
任
せ
に
な
り
、

協
議
会
で
不
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば

廃
止
さ
れ
、
や
る
学
校
と
や
ら
な
い

学
校
と
い
う
差
別
が
生
じ
る
。

文
科
省
は
、
学
校
が
や
る
こ
と
に
協

力
す
る
の
は
「
住
民
の
責
任
」
と
考
え
、

住
民
に
学
校
と
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
子
ど

も
支
援
活
動
は
住
民
が
自
主
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
で
は
学
校
へ
の
奉
仕
が
住
民
の

義
務
と
な
っ
て
き
ま
す
。

住
民
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
時
代
に
逆

行
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

環境センター視察。職員さんと。
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＊
＊
＊
＊
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

一
般
質
問

女
性
支
援
新
法
の
計
画
は

当
事
者
を
中
心
に
置
い
て

松
葉
篤
人
権
・
平
和
担
当
部
長
答
弁

市
内
の
民
間
女
性
支
援
団
体
と
意
見

交
換
を
行
い
、
盛
り
込
む
べ
き
観
点
と

し
て
、
女
性
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
す
、
行
政
と
民
間
の

協
働
事
業
で
あ
る
女
性
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
言
語
化
、
な
ど
が
挙

が
っ
た
。
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
女
性

を
中
心
に
置
い
て
、
官
民
が
柔
軟
に
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
確

認
し
た
。

上
村
和
子

ぜ
ひ
当
事
者
を
中
心
と
し
て
、
実
効

的
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み

を
続
け
て
ほ
し
い
。

人
権
の
視
点
で
の
「
清
掃

の
仕
事
」
と
環
境
教
育
に

つ
い
て
質
問

黒
澤
重
徳
生
活
環
境
部
長
答
弁

清
掃
事
業
を
委
託
し
て
い
る
２
社
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
差
別
等
が

確
認
で
き
た
ら
、
迅
速
に
解
消
に
向
け

て
努
め
て
い
く
。

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
や
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
作
品
展
を
実
施
し
て
い
る
。

上
村
和
子

人
権
の
視
点
か
ら
清
掃
の
仕
事
と
環

境
問
題
を
、
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

１



寄
稿
コ
ラ
ム

自
然
の
恩
恵
は
子
ど
も
の
権
利

—
—

多
く
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た

二
小
樹
木
救
出
の
奇
跡

二
小
近
隣
住
民
Ｓ

2
年
前
の
春
、
二
小
建
て
替
え
の
説

明
会
に
参
加
し
、
木
々
が
多
数
伐
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
新
し
く
若
木
を
植
え
る

に
し
て
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ

た
生
態
系
が
伐
採
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。幸

い
、
こ
の
懸
念
を
共
有
し
て
く
れ
る

仲
間
と
、
市
に
話
を
つ
な
げ
て
く
れ
る
議

員
が
い
た
。
お
か
げ
で
、
担
当
部
署
と
の

話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
結

局
、
伐
採
は
や
む
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
に

話
は
行
き
つ
き
、
こ
の
春
を
迎
え
た
。

だ
が
突
然
の
よ
う
に
奇
跡
が
起
こ
る
。

映
画
「
杜
人
（
も
り
び
と
）
」
の
矢
野
智

徳
氏
（
環
境
再
生
医
）
が
視
察
に
来
て
移

植
の
道
が
開
け
た
の
だ
っ
た
。

突
然
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
こ
の
数

年
間
で
、
こ
こ
に
至
る
「
水
脈
」
は
着
々

と
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

座
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
気
候
変
動
と
、

持
続
可
能
な
社
会
志
向
。
再
開
発
に
よ
る

樹
木
伐
採
計
画
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
声
。

映
画
「
杜
人
」
の
公
開
と
、
監
督
が
国
立

市
民
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
小
の
子
ど

も
と
保
護
者
の
、
木
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
。
そ
れ
ら
が
ぴ
た
り
、
ぴ
た
り
と
重

な
っ
て
今
回
の
奇
跡
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

そ
こ
に
、
市
、
市
教
委
、
市
民
団
体
、

建
設
会
社
、
造
園
家
集
団
、
彼
ら
す
べ

て
に
よ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
樹
木
の
引
っ
越
し
の
決
断
が
な
さ
れ

た
。こ

の
決
断
を
称
え
た
い
と
思
う
。
移
植

が
成
功
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
自
然
環

境
保
全
へ
の
革
新
的
な
一
歩
に
な
る
。
た

と
え
叶
わ
な
く
て
も
未
来
の
学
問
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
だ
。

国
立
市
は
現
在
「
子
ど
も
基
本
条
例
」

を
策
定
中
だ
が
、
私
は
「
自
然
環
境
の
保

護
」
を
条
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
然
の
恩
恵
は
ど
の
子
に
も
平
等

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
だ
と
。

樹
木
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
、
連

日
の
酷
暑
に
耐
え
な
が
ら
思
う
。
二
小
の

東
側
フ
ェ
ン
ス
沿
い
、
既
存
の
木
々
の
間

に
、
仮
置
き
の
約
40
本
の
樹
木
が
並
ぶ

そ
の
辺
り
だ
け
は
気
温
が
低
く
、
涼
し
い

風
が
吹
き
抜
け
る
の
だ
。

今
、
地
球
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
状

況
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
今
す
ぐ
何
と
か
せ
ね
ば
！
と
い

う
局
面
。
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
振
り

返
れ
ば
、
な
ぜ
か
見
え
る
の
は
希
望
の
光

だ
。多

く
の
人
が
、
良
い
世
の
中
を
作
り
た

い
と
願
い
、
「
水
脈
」
は
す
で
に
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
湛
え
て
い
る
。
流
れ
は
た
ぶ

ん
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
奇
跡
は
き
っ
と
、

ま
た
、
起
き
る
だ
ろ
う
。

参議院議員木村えいこさんを迎えて、駅前街頭宣伝

7期目のスタートにあたって

うえむら かずこ

上村和子
国立市議会議員／現職7期

無所属 一人会派「こぶしの木」

活動レポート No.95

3月、二小の桜。5月、多くの人の思いがつながって、
伐採予定のうち40本を救出。

うえむらかずこ 活動日誌（′23.5〜8月）

「加害者としての戦争を語る会」

日時：9月17日(日)昼2時〜
場所：くにたち公民館・講座室
内容：ノンフィクション作家の高瀬毅

さんに被爆地・長崎で今、何が
起きているかお話しいただきます。

費用：無料
申込：090-1469-1094（龍野）

（★は議会関係の活動）

5月8日★新体制を協議する議員顔合わせの会参加

15日★議長立候補意見表明会に参加

18日ゼロエミッション国立の会からの市長に対する提案の場をコーディネート

23日★6月議会一般質問通告
26日★6月議会の議案説明を受ける

29日★6月議会初日の文化スポーツ財団と土地開発公社の経営状況の報告を受ける

6月2日 フルインクルーシブをテーマにした劇とシンポジウム参加

6日★6月議会初日・本会議
8日 9,12,13 ★一般質問(上村は13日)

14日★休会白日/議員有志で農業委員候補の畑を見て、話を聞く。
15日★総務文教委員会出席

16日★建設環境委員会

19日★福祉保険委員会

25日 フルインクルーシブ教育について、保護者からの相談を受ける

26日★最終本会議

7月1日二小樹木保存活動紹介イベント参加(旧駅舎)
3日東京都こども基本条例自主勉強会参加

4日 コミュニティスクールについての市民相談を受ける

12日脱炭素社会に向けての市民相談を受ける

15日土曜夜会の8周年駅頭情宣に参加
21日参議院議員木村えいこさんと、国政についての意見交換

24日子どもの虐待に関する市民相談を受ける

25日 ジェンダーとフェミニズムをテーマの懇談会に参加

29日 PFAS汚染学習会に参加/「メンタルヘルスとリカバリー」講座に参加
8月2日不燃ごみやビン、缶などの選別作業を行う環境センター視察

9日 「介護を産業に」をテーマにした当事者団体と市役所担当課との話し合いに同席

14日★一般質問通告開始/9月議会議案説明を受ける
15日高齢の一人暮らしの市民の支援会議に参加

こ
れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
当

事
者
参
画
と
人
権
行
政
で
進
め
ま

す
！

上
村
和
子

私
は
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の
手

で
！
」
を
実
現
す
る
人
権
の
議
席
を
今
こ

そ
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
４
月
の

選
挙
に
立
候
補
し
、
１
２
２
１
票
を
い
た

だ
き
、
２
１
議
席
中
第
９
位
で
当
選
、
７

期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
本
来
、
選
挙
は
ま
ち
の
未
来
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
、
市
民
が
語
り
・
考
え
る
場

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
主
体
は
候
補
者

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
あ
る
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
選
挙
期
間
中
は
女
性
、

し
ょ
う
が
い
、
貧
困
、
多
様
性
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
い
く
つ
も
青
空
討
論
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
私
の
公
約
も
、
市
民
が

集
ま
り
、
政
策
を
出
し
合
い
、
議
論
し
て

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
外
交
政
策

の
失
敗
、
政
治
の
失
敗
で
す
。
仮
想
の
敵

に
対
す
る
攻
撃
準
備
で
は
な
く
、
対
話
を

重
視
し
た
積
極
的
外
交
を
首
相
自
ら
が
率

先
し
て
や
る
べ
き
で
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲
法
9

条
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、

全
て
の
住
民
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
と
人

権
と
平
和
を
守
る
施
策
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
市
役
所
に
駆
け
込
め

ば
道
は
拓
け
る
、
そ
う
い
う
市
役
所
を
つ

く
り
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
影
響
と
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
は
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。

つ
く
り
ま
し
た
。

私
は
選
挙
そ
の
も
の
を
民
主
主
義
の
広

場
に
し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
が
選
挙
を
通
し
て
ま
ち
の
政
治
を
語

り
合
う
場
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
選
挙
中
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
高
齢
の
女
性
で
し
た
。
私
自
身
も
時
に

は
車
椅
子
に
乗
っ
て
の
演
説
で
、
当
事
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

居
住
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
こ
ど

も
の
生
き
る
権
利
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
や
高
齢
者
や

外
国
籍
住
民
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
権

利
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
は
山
積
み
で
す
。

危
機
の
時
代
へ
の
突
入
を
前
に
、
偽
物
と

本
物
の
危
機
を
見
分
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
人
権
感
覚
を
き
た

え
な
が
ら
、
7
期
目
も
全
て
の
施
策
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
で
、

◆
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
い
の

ち
を
脅
か
す
ほ
ど
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
こ
の
夏
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
大
き
な
樹
木
の
積
極
的
保
全
／

緑
地
確
保
／
人
が
安
全
に
生
き
ら
れ
な
く

な
る
気
温
上
昇
１
・
５
度
を
止
め
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で
６

２
％
削
減
を
国
立
市
の
目
標
と
す
る
、
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
形
で
始

ま
っ
た
戦
争
は
長
期
化
し
、
世
界
を
巻
き

込
み
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
こ
の

世
に
正
し
い
戦
争
は
な
い
」
と
い
う
真
理

生
活
困
窮
の
問
題
／
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
複

合
す
る
困
難
を
抱
え
た
女
性
支
援
／
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
残
さ
ず
、
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
す
る
仕
組
み
／

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
、
最
期
ま
で
尊
厳

が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

な
ど
、
当
事
者
を
中
心
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

◆
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
間
違
い
続
出
の

マ
イ
ナ
ー
保
険
証
の
強
行
、
有
害
汚
染
物

質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
の
汚
染
問
題
な
ど

新
し
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
躍
進
に
よ
る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
調

査
検
証
し
、
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

社
会
構
造
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
の
側
に
立
っ
た
議
員
活
動
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
皆
さ
ま

に
お
約
束
し
ま
す
。

一
般
質
問

「
国
立
介
護
」
を
ま
ち
の

ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
る

介
助
者
不
足
は
深
刻
で
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
基
盤
に

し
た
介
護
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
立
市

に
は
歴
史
的
に
も
実
態
と
し
て
も
既
に

あ
り
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た

り
、
国
立
市
で
行
わ
れ
て
き
た
介
護
を
、

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
る
こ
と
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

大
川
潤
一
健
康
福
祉
部
長

国
立
市
で
は
資
格
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
介
護
が
で
き
る
地
域
参
加
型
介
護

サ
ポ
ー
ト
事
業
（
地
サ
ポ
）
の
制
度
が

あ
る
。
こ
の
地
サ
ポ
に
関
す
る
情
報
を

集
約
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
持

た
せ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
で
き
れ

ば
、
さ
ら
に
地
域
ベ
ー
ス
で
の
支
え
合

い
の
展
開
も
期
待
で
き
る
。

そ
の
過
程
で
市
か
ら
積
極
的
に
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
、
見
学
や
介
護
体
験

も
増
え
、
人
材
の
交
流
が
生
ま
れ
新
た

な
人
材
が
は
い
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
好
循
環
を
目
指
す
取
り
組
み
の
大
き

な
方
向
そ
れ
自
体
が
国
立
介
護
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
た
も
の
と
言
え
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
ど
こ
に
置

い
て
誰
が
担
う
か
、
情
報
発
信
、
学
校

と
の
連
携
ど
う
す
る
か
な
ど
、
当
事
者

と
も
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
財
政

部
門
と
も
調
整
し
て
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を

小
国
喜
弘
教
授
に
委
嘱

橋
本
祐
幸
教
育
部
長
答
弁

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
東
京
大
学
大

学
院
の
小
国
喜
弘
教
授
に
お
願
い
し
て

い
る
。
方
向
性
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く

り
に
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。
教
職

員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見

交
流
も
進
め
て
い
き
た
い
。

上
村
和
子

多
様
な
子
ど
も
た
ち
が
多
様
性
を
尊

重
さ
れ
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
受
け

な
が
ら
通
常
学
級
に
い
ら
れ
る
、
そ
の

よ
う
な
教
育
条
件
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長
答
弁

子
ど
も
同
士
の
関
係
性
を
ど
う
つ

く
っ
て
い
く
か
、
お
互
い
が
支
援
し
合

え
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。
取
り
組
み
の
報

告
も
受
け
て
い
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
共

有
し
な
が
ら
前
に
進
め
た
い
。

上
村
和
子

私
も
記
録
の
動
画
を
見
た
。
子
ど
も

同
士
の
中
で
、
自
分
と
違
う
子
ど
も
、

仲
間
を
一
緒
に
入
れ
な
が
ら
、
共
に
考

え
て
共
に
楽
し
む
、
共
に
生
か
し
合
う
、

そ
の
よ
う
な
実
践
が
国
立
市
で
始
ま
っ

て
い
る
。
む
し
ろ
、
し
ょ
う
が
い
の
な

い
子
が
人
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う

場
づ
く
り
。
ぜ
ひ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

寄
稿
コ
ラ
ム

フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
っ
て
？

国
立
市
み
ん
な
の
学
校
づ
く
り

市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

澤
田
宏
子

い
い
日
本
語
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

共
に
生
き
る
教
育
、
と
言
え
ば
い
い
だ

ろ
う
か
。
障
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
我

が
家
の
長
女
は
4
月
か
ら
国
立
第
一
中

学
校
の
普
通
級
の
1
年
生
に
な
っ
た
。

毎
日
の
登
下
校
で
も
小
学
校
時
と
同

様
見
守
り
は
変
わ
ら
ず
必
要
で
。
日
常

生
活
介
助
も
必
要
。
支
援
だ
ら
け
の
中

学
校
生
活
。
当
事
者
で
あ
る
本
人
の
意

思
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
教
員
、
保

護
者
、
支
援
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
出

し
な
が
ら
手
探
り
の
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
る
。

休
み
時
間
や
授
業
内
で
、
ク
ラ
ス
の

友
達
か
ら
の
声
か
け
に
応
答
し
た
り
し

な
か
っ
た
り
、
担
任
の
先
生
は
、
「
な

る
べ
く
大
人
か
ら
は
余
計
な
こ
と
を
言

わ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
、
関
わ
り
方

は
生
徒
た
ち
に
任
せ
て
い
ま
す
」
と
。

長
女
は
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
周
り
の

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
の
反
応

も
ま
ち
ま
ち
だ
し
、
み
ん
な
に
飽
き
ら

れ
ず
に
ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
い
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

生
徒
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て

く
れ
る
話
を
聞
く
と
安
堵
す
る
も
の
の
、

思
い
を
伝
え
き
れ
て
な
い
長
女
は
愛
想

を
つ
か
さ
れ
な
い
か
心
配
に
も
な
る
。

寄
稿
コ
ラ
ム

学
校
へ
の
奉
仕
を
強
制
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

東
区
在
住

佐
々
木
茂
樹

市
教
委
が
来
年
か
ら
各
学
校
に
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
、
「
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画

し
、
住
民
の
意
向
を
反
映
で
き
る
学
校
運

営
を
め
ざ
す
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
建
前
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

□
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
が

組
織
代
表
で
あ
り
、
住
民
の
多
様
な

意
見
は
無
視
さ
れ
る
。

□
委
員
の
選
出
に
は
校
長
が
関
わ
り
、

学
校
運
営
に
協
力
的
な
人
し
か

選
ば
れ
な
い
。

□
学
校
の
運
営
方
針
の
「
承
認
」
は

形
式
的
で
、
運
営
方
針
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

□
協
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
は

「
地
域
の
合
意
」
と
さ
れ
、
具
体
的

活
動
の
実
施
は
住
民
に
押
し
つ
け
る

こ
と
に
な
る
。

□
市
が
任
命
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
学
校
が
求
め
る
活
動
に
住
民
を

動
員
す
る
た
め
の
「
地
域
ボ
ス
」
に

な
り
、
文
科
省
の
教
育
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
住
民
に
浸
透
さ
せ
る
役
割
も

も
っ
て
い
る
。

補
正
予
算
案
に
反
対

不
登
校
の
別
室
登
校—

—

学
校
の
多
機
能
化
に
疑
問

６
月
議
会
総
務
文
教
委
員
会
で
補
正
予

算
案
の
中
に
、
東
京
都
の
決
定
に
基
づ
く

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
校
内
別
室
登
校

支
援
員
報
酬
６
３
４
万
１
千
円
が
入
っ
て

お
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
選
択
と
い
う
こ
と
で
、

「
学
校
の
多
機
能
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
「
選
択
」
が
「
選
別
」
に
つ
な
が
ら

な
い
か
気
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
学
校
の

中
に
、
①
通
常
学
級
、
②
特
別
支
援
学
級
、

③
発
達
し
ょ
う
が
い
の
特
別
支
援
学
級
、

④
補
強
し
た
い
教
科
を
学
ぶ
た
め
に
通
常

学
級
か
ら
定
期
的
に
通
う
特
別
支
援
教
室
、

が
あ
り
、
そ
こ
に
⑤
不
登
校
の
校
内
別
室

が
加
わ
り
ま
す
。

「
通
常
学
級
」
に
入
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
る
現
状
は
、
逆
に
、

「
通
常
学
級
」
そ
の
も
の
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
通
常
学

級
」
を
包
摂
型
に
し
て
、
個
別
支
援
も
お

こ
な
う
と
い
う
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
へ
本
気
で
取
り
組
む
時
で
す
。

そ
う
こ
う
し
て
迎
え
た
6
月
の
体
育

大
会
。
中
学
校
は
ほ
ぼ
記
録
会
で
、
運

動
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
。
そ
ん
な
大
会

に
参
加
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
心
配
し
て

い
た
。
先
生
方
と
生
徒
さ
ん
た
ち
で
考

え
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
競
技
『
玉

入
れ
』
。
全
学
年
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
４
組

で
、
得
点
を
争
っ
た
。

長
女
は
、
入
場
も
退
場
も
ク
ラ
ス
の

友
達
と
、
競
技
開
始
の
音
楽
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
の
玉
入
れ
も
、
上
手
に
投

げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
跳
び
跳
ね
て
と
て
も
楽
し
そ
う
。

最
後
ま
で
笑
顔
だ
っ
た
。
私
も
嬉
し

か
っ
た
。
玉
入
れ
の
得
点
は
71
個
で
、

な
ん
と
1
位
だ
っ
た
。

得
意
な
子
も
得
意
で
な
い
子
も
、
ど

う
や
っ
た
ら
参
加
で
き
る
か
？
を
考
え

て
み
る
、
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
や
っ
て
い

く
こ
と
が
、
共
に
生
き
る
た
め
の
試
行

錯
誤
。
正
解
な
ん
て
な
い
ん
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
考
え
を
出
し
合
い
、
合
わ
せ

て
い
く
の
が
大
事
か
な
あ
と
思
う
。

□
市
が
や
っ
て
い
る
子
ど
も
支
援
事
業

も
各
学
校
の
協
議
会
任
せ
に
な
り
、

協
議
会
で
不
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば

廃
止
さ
れ
、
や
る
学
校
と
や
ら
な
い

学
校
と
い
う
差
別
が
生
じ
る
。

文
科
省
は
、
学
校
が
や
る
こ
と
に
協

力
す
る
の
は
「
住
民
の
責
任
」
と
考
え
、

住
民
に
学
校
と
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
子
ど

も
支
援
活
動
は
住
民
が
自
主
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
で
は
学
校
へ
の
奉
仕
が
住
民
の

義
務
と
な
っ
て
き
ま
す
。

住
民
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
時
代
に
逆

行
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

環境センター視察。職員さんと。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

一
般
質
問

女
性
支
援
新
法
の
計
画
は

当
事
者
を
中
心
に
置
い
て

松
葉
篤
人
権
・
平
和
担
当
部
長
答
弁

市
内
の
民
間
女
性
支
援
団
体
と
意
見

交
換
を
行
い
、
盛
り
込
む
べ
き
観
点
と

し
て
、
女
性
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
す
、
行
政
と
民
間
の

協
働
事
業
で
あ
る
女
性
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
言
語
化
、
な
ど
が
挙

が
っ
た
。
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
女
性

を
中
心
に
置
い
て
、
官
民
が
柔
軟
に
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
確

認
し
た
。

上
村
和
子

ぜ
ひ
当
事
者
を
中
心
と
し
て
、
実
効

的
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み

を
続
け
て
ほ
し
い
。

人
権
の
視
点
で
の
「
清
掃

の
仕
事
」
と
環
境
教
育
に

つ
い
て
質
問

黒
澤
重
徳
生
活
環
境
部
長
答
弁

清
掃
事
業
を
委
託
し
て
い
る
２
社
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
差
別
等
が

確
認
で
き
た
ら
、
迅
速
に
解
消
に
向
け

て
努
め
て
い
く
。

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
や
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
作
品
展
を
実
施
し
て
い
る
。

上
村
和
子

人
権
の
視
点
か
ら
清
掃
の
仕
事
と
環

境
問
題
を
、
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

２



寄
稿
コ
ラ
ム

自
然
の
恩
恵
は
子
ど
も
の
権
利

—
—

多
く
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た

二
小
樹
木
救
出
の
奇
跡

二
小
近
隣
住
民
Ｓ

2
年
前
の
春
、
二
小
建
て
替
え
の
説

明
会
に
参
加
し
、
木
々
が
多
数
伐
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
新
し
く
若
木
を
植
え
る

に
し
て
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ

た
生
態
系
が
伐
採
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。幸

い
、
こ
の
懸
念
を
共
有
し
て
く
れ
る

仲
間
と
、
市
に
話
を
つ
な
げ
て
く
れ
る
議

員
が
い
た
。
お
か
げ
で
、
担
当
部
署
と
の

話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
結

局
、
伐
採
は
や
む
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
に

話
は
行
き
つ
き
、
こ
の
春
を
迎
え
た
。

だ
が
突
然
の
よ
う
に
奇
跡
が
起
こ
る
。

映
画
「
杜
人
（
も
り
び
と
）
」
の
矢
野
智

徳
氏
（
環
境
再
生
医
）
が
視
察
に
来
て
移

植
の
道
が
開
け
た
の
だ
っ
た
。

突
然
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
こ
の
数

年
間
で
、
こ
こ
に
至
る
「
水
脈
」
は
着
々

と
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

座
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
気
候
変
動
と
、

持
続
可
能
な
社
会
志
向
。
再
開
発
に
よ
る

樹
木
伐
採
計
画
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
声
。

映
画
「
杜
人
」
の
公
開
と
、
監
督
が
国
立

市
民
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
小
の
子
ど

も
と
保
護
者
の
、
木
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
。
そ
れ
ら
が
ぴ
た
り
、
ぴ
た
り
と
重

な
っ
て
今
回
の
奇
跡
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

そ
こ
に
、
市
、
市
教
委
、
市
民
団
体
、

建
設
会
社
、
造
園
家
集
団
、
彼
ら
す
べ

て
に
よ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
樹
木
の
引
っ
越
し
の
決
断
が
な
さ
れ

た
。こ

の
決
断
を
称
え
た
い
と
思
う
。
移
植

が
成
功
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
自
然
環

境
保
全
へ
の
革
新
的
な
一
歩
に
な
る
。
た

と
え
叶
わ
な
く
て
も
未
来
の
学
問
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
だ
。

国
立
市
は
現
在
「
子
ど
も
基
本
条
例
」

を
策
定
中
だ
が
、
私
は
「
自
然
環
境
の
保

護
」
を
条
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
然
の
恩
恵
は
ど
の
子
に
も
平
等

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
だ
と
。

樹
木
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
、
連

日
の
酷
暑
に
耐
え
な
が
ら
思
う
。
二
小
の

東
側
フ
ェ
ン
ス
沿
い
、
既
存
の
木
々
の
間

に
、
仮
置
き
の
約
40
本
の
樹
木
が
並
ぶ

そ
の
辺
り
だ
け
は
気
温
が
低
く
、
涼
し
い

風
が
吹
き
抜
け
る
の
だ
。

今
、
地
球
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
状

況
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
今
す
ぐ
何
と
か
せ
ね
ば
！
と
い

う
局
面
。
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
振
り

返
れ
ば
、
な
ぜ
か
見
え
る
の
は
希
望
の
光

だ
。多

く
の
人
が
、
良
い
世
の
中
を
作
り
た

い
と
願
い
、
「
水
脈
」
は
す
で
に
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
湛
え
て
い
る
。
流
れ
は
た
ぶ

ん
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
奇
跡
は
き
っ
と
、

ま
た
、
起
き
る
だ
ろ
う
。

参議院議員木村えいこさんを迎えて、駅前街頭宣伝

7期目のスタートにあたって

うえむら かずこ

上村和子
国立市議会議員／現職7期

無所属 一人会派「こぶしの木」

活動レポート No.95

3月、二小の桜。5月、多くの人の思いがつながって、
伐採予定のうち40本を救出。

うえむらかずこ 活動日誌（′23.5〜8月）

「加害者としての戦争を語る会」

日時：9月17日(日)昼2時〜
場所：くにたち公民館・講座室
内容：ノンフィクション作家の高瀬毅

さんに被爆地・長崎で今、何が
起きているかお話しいただきます。

費用：無料
申込：090-1469-1094（龍野）

（★は議会関係の活動）

5月8日★新体制を協議する議員顔合わせの会参加

15日★議長立候補意見表明会に参加

18日ゼロエミッション国立の会からの市長に対する提案の場をコーディネート

23日★6月議会一般質問通告
26日★6月議会の議案説明を受ける

29日★6月議会初日の文化スポーツ財団と土地開発公社の経営状況の報告を受ける

6月2日 フルインクルーシブをテーマにした劇とシンポジウム参加

6日★6月議会初日・本会議
8日 9,12,13 ★一般質問(上村は13日)

14日★休会白日/議員有志で農業委員候補の畑を見て、話を聞く。
15日★総務文教委員会出席

16日★建設環境委員会

19日★福祉保険委員会

25日 フルインクルーシブ教育について、保護者からの相談を受ける

26日★最終本会議

7月1日二小樹木保存活動紹介イベント参加(旧駅舎)
3日東京都こども基本条例自主勉強会参加

4日 コミュニティスクールについての市民相談を受ける

12日脱炭素社会に向けての市民相談を受ける

15日土曜夜会の8周年駅頭情宣に参加
21日参議院議員木村えいこさんと、国政についての意見交換

24日子どもの虐待に関する市民相談を受ける

25日 ジェンダーとフェミニズムをテーマの懇談会に参加

29日 PFAS汚染学習会に参加/「メンタルヘルスとリカバリー」講座に参加
8月2日不燃ごみやビン、缶などの選別作業を行う環境センター視察

9日 「介護を産業に」をテーマにした当事者団体と市役所担当課との話し合いに同席

14日★一般質問通告開始/9月議会議案説明を受ける
15日高齢の一人暮らしの市民の支援会議に参加

こ
れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
当

事
者
参
画
と
人
権
行
政
で
進
め
ま

す
！

上
村
和
子

私
は
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の
手

で
！
」
を
実
現
す
る
人
権
の
議
席
を
今
こ

そ
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
４
月
の

選
挙
に
立
候
補
し
、
１
２
２
１
票
を
い
た

だ
き
、
２
１
議
席
中
第
９
位
で
当
選
、
７

期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
本
来
、
選
挙
は
ま
ち
の
未
来
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
、
市
民
が
語
り
・
考
え
る
場

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
主
体
は
候
補
者

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
あ
る
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
選
挙
期
間
中
は
女
性
、

し
ょ
う
が
い
、
貧
困
、
多
様
性
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
い
く
つ
も
青
空
討
論
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
私
の
公
約
も
、
市
民
が

集
ま
り
、
政
策
を
出
し
合
い
、
議
論
し
て

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
外
交
政
策

の
失
敗
、
政
治
の
失
敗
で
す
。
仮
想
の
敵

に
対
す
る
攻
撃
準
備
で
は
な
く
、
対
話
を

重
視
し
た
積
極
的
外
交
を
首
相
自
ら
が
率

先
し
て
や
る
べ
き
で
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲
法
9

条
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、

全
て
の
住
民
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
と
人

権
と
平
和
を
守
る
施
策
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
市
役
所
に
駆
け
込
め

ば
道
は
拓
け
る
、
そ
う
い
う
市
役
所
を
つ

く
り
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
影
響
と
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
は
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。

つ
く
り
ま
し
た
。

私
は
選
挙
そ
の
も
の
を
民
主
主
義
の
広

場
に
し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
が
選
挙
を
通
し
て
ま
ち
の
政
治
を
語

り
合
う
場
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
選
挙
中
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
高
齢
の
女
性
で
し
た
。
私
自
身
も
時
に

は
車
椅
子
に
乗
っ
て
の
演
説
で
、
当
事
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

居
住
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
こ
ど

も
の
生
き
る
権
利
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
や
高
齢
者
や

外
国
籍
住
民
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
権

利
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
は
山
積
み
で
す
。

危
機
の
時
代
へ
の
突
入
を
前
に
、
偽
物
と

本
物
の
危
機
を
見
分
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
人
権
感
覚
を
き
た

え
な
が
ら
、
7
期
目
も
全
て
の
施
策
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
で
、

◆
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
い
の

ち
を
脅
か
す
ほ
ど
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
こ
の
夏
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
大
き
な
樹
木
の
積
極
的
保
全
／

緑
地
確
保
／
人
が
安
全
に
生
き
ら
れ
な
く

な
る
気
温
上
昇
１
・
５
度
を
止
め
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で
６

２
％
削
減
を
国
立
市
の
目
標
と
す
る
、
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
形
で
始

ま
っ
た
戦
争
は
長
期
化
し
、
世
界
を
巻
き

込
み
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
こ
の

世
に
正
し
い
戦
争
は
な
い
」
と
い
う
真
理

生
活
困
窮
の
問
題
／
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
複

合
す
る
困
難
を
抱
え
た
女
性
支
援
／
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
残
さ
ず
、
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
す
る
仕
組
み
／

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
、
最
期
ま
で
尊
厳

が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

な
ど
、
当
事
者
を
中
心
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

◆
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
間
違
い
続
出
の

マ
イ
ナ
ー
保
険
証
の
強
行
、
有
害
汚
染
物

質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
の
汚
染
問
題
な
ど

新
し
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
躍
進
に
よ
る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
調

査
検
証
し
、
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

社
会
構
造
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
の
側
に
立
っ
た
議
員
活
動
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
皆
さ
ま

に
お
約
束
し
ま
す
。

一
般
質
問

「
国
立
介
護
」
を
ま
ち
の

ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
る

介
助
者
不
足
は
深
刻
で
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
基
盤
に

し
た
介
護
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
立
市

に
は
歴
史
的
に
も
実
態
と
し
て
も
既
に

あ
り
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た

り
、
国
立
市
で
行
わ
れ
て
き
た
介
護
を
、

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
る
こ
と
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

大
川
潤
一
健
康
福
祉
部
長

国
立
市
で
は
資
格
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
介
護
が
で
き
る
地
域
参
加
型
介
護

サ
ポ
ー
ト
事
業
（
地
サ
ポ
）
の
制
度
が

あ
る
。
こ
の
地
サ
ポ
に
関
す
る
情
報
を

集
約
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
持

た
せ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
で
き
れ

ば
、
さ
ら
に
地
域
ベ
ー
ス
で
の
支
え
合

い
の
展
開
も
期
待
で
き
る
。

そ
の
過
程
で
市
か
ら
積
極
的
に
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
、
見
学
や
介
護
体
験

も
増
え
、
人
材
の
交
流
が
生
ま
れ
新
た

な
人
材
が
は
い
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
好
循
環
を
目
指
す
取
り
組
み
の
大
き

な
方
向
そ
れ
自
体
が
国
立
介
護
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
た
も
の
と
言
え
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
ど
こ
に
置

い
て
誰
が
担
う
か
、
情
報
発
信
、
学
校

と
の
連
携
ど
う
す
る
か
な
ど
、
当
事
者

と
も
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
財
政

部
門
と
も
調
整
し
て
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を

小
国
喜
弘
教
授
に
委
嘱

橋
本
祐
幸
教
育
部
長
答
弁

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
東
京
大
学
大

学
院
の
小
国
喜
弘
教
授
に
お
願
い
し
て

い
る
。
方
向
性
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く

り
に
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。
教
職

員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見

交
流
も
進
め
て
い
き
た
い
。

上
村
和
子

多
様
な
子
ど
も
た
ち
が
多
様
性
を
尊

重
さ
れ
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
受
け

な
が
ら
通
常
学
級
に
い
ら
れ
る
、
そ
の

よ
う
な
教
育
条
件
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長
答
弁

子
ど
も
同
士
の
関
係
性
を
ど
う
つ

く
っ
て
い
く
か
、
お
互
い
が
支
援
し
合

え
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。
取
り
組
み
の
報

告
も
受
け
て
い
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
共

有
し
な
が
ら
前
に
進
め
た
い
。

上
村
和
子

私
も
記
録
の
動
画
を
見
た
。
子
ど
も

同
士
の
中
で
、
自
分
と
違
う
子
ど
も
、

仲
間
を
一
緒
に
入
れ
な
が
ら
、
共
に
考

え
て
共
に
楽
し
む
、
共
に
生
か
し
合
う
、

そ
の
よ
う
な
実
践
が
国
立
市
で
始
ま
っ

て
い
る
。
む
し
ろ
、
し
ょ
う
が
い
の
な

い
子
が
人
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う

場
づ
く
り
。
ぜ
ひ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
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フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
っ
て
？

国
立
市
み
ん
な
の
学
校
づ
く
り

市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

澤
田
宏
子

い
い
日
本
語
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

共
に
生
き
る
教
育
、
と
言
え
ば
い
い
だ

ろ
う
か
。
障
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
我

が
家
の
長
女
は
4
月
か
ら
国
立
第
一
中

学
校
の
普
通
級
の
1
年
生
に
な
っ
た
。

毎
日
の
登
下
校
で
も
小
学
校
時
と
同

様
見
守
り
は
変
わ
ら
ず
必
要
で
。
日
常

生
活
介
助
も
必
要
。
支
援
だ
ら
け
の
中

学
校
生
活
。
当
事
者
で
あ
る
本
人
の
意

思
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
教
員
、
保

護
者
、
支
援
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
出

し
な
が
ら
手
探
り
の
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
る
。

休
み
時
間
や
授
業
内
で
、
ク
ラ
ス
の

友
達
か
ら
の
声
か
け
に
応
答
し
た
り
し

な
か
っ
た
り
、
担
任
の
先
生
は
、
「
な

る
べ
く
大
人
か
ら
は
余
計
な
こ
と
を
言

わ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
、
関
わ
り
方

は
生
徒
た
ち
に
任
せ
て
い
ま
す
」
と
。

長
女
は
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
周
り
の

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
の
反
応

も
ま
ち
ま
ち
だ
し
、
み
ん
な
に
飽
き
ら

れ
ず
に
ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
い
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

生
徒
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て

く
れ
る
話
を
聞
く
と
安
堵
す
る
も
の
の
、

思
い
を
伝
え
き
れ
て
な
い
長
女
は
愛
想

を
つ
か
さ
れ
な
い
か
心
配
に
も
な
る
。
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学
校
へ
の
奉
仕
を
強
制
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

東
区
在
住

佐
々
木
茂
樹

市
教
委
が
来
年
か
ら
各
学
校
に
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
、
「
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画

し
、
住
民
の
意
向
を
反
映
で
き
る
学
校
運

営
を
め
ざ
す
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
建
前
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

□
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
が

組
織
代
表
で
あ
り
、
住
民
の
多
様
な

意
見
は
無
視
さ
れ
る
。

□
委
員
の
選
出
に
は
校
長
が
関
わ
り
、

学
校
運
営
に
協
力
的
な
人
し
か

選
ば
れ
な
い
。

□
学
校
の
運
営
方
針
の
「
承
認
」
は

形
式
的
で
、
運
営
方
針
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

□
協
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
は

「
地
域
の
合
意
」
と
さ
れ
、
具
体
的

活
動
の
実
施
は
住
民
に
押
し
つ
け
る

こ
と
に
な
る
。

□
市
が
任
命
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
学
校
が
求
め
る
活
動
に
住
民
を

動
員
す
る
た
め
の
「
地
域
ボ
ス
」
に

な
り
、
文
科
省
の
教
育
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
住
民
に
浸
透
さ
せ
る
役
割
も

も
っ
て
い
る
。

補
正
予
算
案
に
反
対

不
登
校
の
別
室
登
校—

—

学
校
の
多
機
能
化
に
疑
問

６
月
議
会
総
務
文
教
委
員
会
で
補
正
予

算
案
の
中
に
、
東
京
都
の
決
定
に
基
づ
く

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
校
内
別
室
登
校

支
援
員
報
酬
６
３
４
万
１
千
円
が
入
っ
て

お
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
選
択
と
い
う
こ
と
で
、

「
学
校
の
多
機
能
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
「
選
択
」
が
「
選
別
」
に
つ
な
が
ら

な
い
か
気
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
学
校
の

中
に
、
①
通
常
学
級
、
②
特
別
支
援
学
級
、

③
発
達
し
ょ
う
が
い
の
特
別
支
援
学
級
、

④
補
強
し
た
い
教
科
を
学
ぶ
た
め
に
通
常

学
級
か
ら
定
期
的
に
通
う
特
別
支
援
教
室
、

が
あ
り
、
そ
こ
に
⑤
不
登
校
の
校
内
別
室

が
加
わ
り
ま
す
。

「
通
常
学
級
」
に
入
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
る
現
状
は
、
逆
に
、

「
通
常
学
級
」
そ
の
も
の
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
通
常
学

級
」
を
包
摂
型
に
し
て
、
個
別
支
援
も
お

こ
な
う
と
い
う
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
へ
本
気
で
取
り
組
む
時
で
す
。

そ
う
こ
う
し
て
迎
え
た
6
月
の
体
育

大
会
。
中
学
校
は
ほ
ぼ
記
録
会
で
、
運

動
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
。
そ
ん
な
大
会

に
参
加
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
心
配
し
て

い
た
。
先
生
方
と
生
徒
さ
ん
た
ち
で
考

え
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
競
技
『
玉

入
れ
』
。
全
学
年
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
４
組

で
、
得
点
を
争
っ
た
。

長
女
は
、
入
場
も
退
場
も
ク
ラ
ス
の

友
達
と
、
競
技
開
始
の
音
楽
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
の
玉
入
れ
も
、
上
手
に
投

げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
跳
び
跳
ね
て
と
て
も
楽
し
そ
う
。

最
後
ま
で
笑
顔
だ
っ
た
。
私
も
嬉
し

か
っ
た
。
玉
入
れ
の
得
点
は
71
個
で
、

な
ん
と
1
位
だ
っ
た
。

得
意
な
子
も
得
意
で
な
い
子
も
、
ど

う
や
っ
た
ら
参
加
で
き
る
か
？
を
考
え

て
み
る
、
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
や
っ
て
い

く
こ
と
が
、
共
に
生
き
る
た
め
の
試
行

錯
誤
。
正
解
な
ん
て
な
い
ん
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
考
え
を
出
し
合
い
、
合
わ
せ

て
い
く
の
が
大
事
か
な
あ
と
思
う
。

□
市
が
や
っ
て
い
る
子
ど
も
支
援
事
業

も
各
学
校
の
協
議
会
任
せ
に
な
り
、

協
議
会
で
不
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば

廃
止
さ
れ
、
や
る
学
校
と
や
ら
な
い

学
校
と
い
う
差
別
が
生
じ
る
。

文
科
省
は
、
学
校
が
や
る
こ
と
に
協

力
す
る
の
は
「
住
民
の
責
任
」
と
考
え
、

住
民
に
学
校
と
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
子
ど

も
支
援
活
動
は
住
民
が
自
主
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
で
は
学
校
へ
の
奉
仕
が
住
民
の

義
務
と
な
っ
て
き
ま
す
。

住
民
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
時
代
に
逆

行
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

環境センター視察。職員さんと。
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＊
＊
＊
＊
＊
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女
性
支
援
新
法
の
計
画
は

当
事
者
を
中
心
に
置
い
て

松
葉
篤
人
権
・
平
和
担
当
部
長
答
弁

市
内
の
民
間
女
性
支
援
団
体
と
意
見

交
換
を
行
い
、
盛
り
込
む
べ
き
観
点
と

し
て
、
女
性
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
す
、
行
政
と
民
間
の

協
働
事
業
で
あ
る
女
性
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
言
語
化
、
な
ど
が
挙

が
っ
た
。
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
女
性

を
中
心
に
置
い
て
、
官
民
が
柔
軟
に
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
確

認
し
た
。

上
村
和
子

ぜ
ひ
当
事
者
を
中
心
と
し
て
、
実
効

的
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み

を
続
け
て
ほ
し
い
。

人
権
の
視
点
で
の
「
清
掃

の
仕
事
」
と
環
境
教
育
に

つ
い
て
質
問

黒
澤
重
徳
生
活
環
境
部
長
答
弁

清
掃
事
業
を
委
託
し
て
い
る
２
社
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
差
別
等
が

確
認
で
き
た
ら
、
迅
速
に
解
消
に
向
け

て
努
め
て
い
く
。

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
や
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
作
品
展
を
実
施
し
て
い
る
。

上
村
和
子

人
権
の
視
点
か
ら
清
掃
の
仕
事
と
環

境
問
題
を
、
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

３
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自
然
の
恩
恵
は
子
ど
も
の
権
利

—
—

多
く
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た

二
小
樹
木
救
出
の
奇
跡

二
小
近
隣
住
民
Ｓ

2
年
前
の
春
、
二
小
建
て
替
え
の
説

明
会
に
参
加
し
、
木
々
が
多
数
伐
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
新
し
く
若
木
を
植
え
る

に
し
て
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ

た
生
態
系
が
伐
採
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。幸

い
、
こ
の
懸
念
を
共
有
し
て
く
れ
る

仲
間
と
、
市
に
話
を
つ
な
げ
て
く
れ
る
議

員
が
い
た
。
お
か
げ
で
、
担
当
部
署
と
の

話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
結

局
、
伐
採
は
や
む
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
に

話
は
行
き
つ
き
、
こ
の
春
を
迎
え
た
。

だ
が
突
然
の
よ
う
に
奇
跡
が
起
こ
る
。

映
画
「
杜
人
（
も
り
び
と
）
」
の
矢
野
智

徳
氏
（
環
境
再
生
医
）
が
視
察
に
来
て
移

植
の
道
が
開
け
た
の
だ
っ
た
。

突
然
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
こ
の
数

年
間
で
、
こ
こ
に
至
る
「
水
脈
」
は
着
々

と
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

座
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
気
候
変
動
と
、

持
続
可
能
な
社
会
志
向
。
再
開
発
に
よ
る

樹
木
伐
採
計
画
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
声
。

映
画
「
杜
人
」
の
公
開
と
、
監
督
が
国
立

市
民
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
小
の
子
ど

も
と
保
護
者
の
、
木
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
。
そ
れ
ら
が
ぴ
た
り
、
ぴ
た
り
と
重

な
っ
て
今
回
の
奇
跡
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

そ
こ
に
、
市
、
市
教
委
、
市
民
団
体
、

建
設
会
社
、
造
園
家
集
団
、
彼
ら
す
べ

て
に
よ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
樹
木
の
引
っ
越
し
の
決
断
が
な
さ
れ

た
。こ

の
決
断
を
称
え
た
い
と
思
う
。
移
植

が
成
功
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
自
然
環

境
保
全
へ
の
革
新
的
な
一
歩
に
な
る
。
た

と
え
叶
わ
な
く
て
も
未
来
の
学
問
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
だ
。

国
立
市
は
現
在
「
子
ど
も
基
本
条
例
」

を
策
定
中
だ
が
、
私
は
「
自
然
環
境
の
保

護
」
を
条
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
然
の
恩
恵
は
ど
の
子
に
も
平
等

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
だ
と
。

樹
木
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
、
連

日
の
酷
暑
に
耐
え
な
が
ら
思
う
。
二
小
の

東
側
フ
ェ
ン
ス
沿
い
、
既
存
の
木
々
の
間

に
、
仮
置
き
の
約
40
本
の
樹
木
が
並
ぶ

そ
の
辺
り
だ
け
は
気
温
が
低
く
、
涼
し
い

風
が
吹
き
抜
け
る
の
だ
。

今
、
地
球
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
状

況
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
今
す
ぐ
何
と
か
せ
ね
ば
！
と
い

う
局
面
。
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
振
り

返
れ
ば
、
な
ぜ
か
見
え
る
の
は
希
望
の
光

だ
。多

く
の
人
が
、
良
い
世
の
中
を
作
り
た

い
と
願
い
、
「
水
脈
」
は
す
で
に
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
湛
え
て
い
る
。
流
れ
は
た
ぶ

ん
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
奇
跡
は
き
っ
と
、

ま
た
、
起
き
る
だ
ろ
う
。

参議院議員木村えいこさんを迎えて、駅前街頭宣伝

7期目のスタートにあたって

うえむら かずこ

上村和子
国立市議会議員／現職7期

無所属 一人会派「こぶしの木」

活動レポート No.95

3月、二小の桜。5月、多くの人の思いがつながって、
伐採予定のうち40本を救出。

うえむらかずこ 活動日誌（′23.5〜8月）

「加害者としての戦争を語る会」

日時：9月17日(日)昼2時〜
場所：くにたち公民館・講座室
内容：ノンフィクション作家の高瀬毅

さんに被爆地・長崎で今、何が
起きているかお話しいただきます。

費用：無料
申込：090-1469-1094（龍野）

（★は議会関係の活動）

5月8日★新体制を協議する議員顔合わせの会参加

15日★議長立候補意見表明会に参加

18日ゼロエミッション国立の会からの市長に対する提案の場をコーディネート

23日★6月議会一般質問通告
26日★6月議会の議案説明を受ける

29日★6月議会初日の文化スポーツ財団と土地開発公社の経営状況の報告を受ける

6月2日 フルインクルーシブをテーマにした劇とシンポジウム参加

6日★6月議会初日・本会議
8日 9,12,13 ★一般質問(上村は13日)

14日★休会白日/議員有志で農業委員候補の畑を見て、話を聞く。
15日★総務文教委員会出席

16日★建設環境委員会

19日★福祉保険委員会

25日 フルインクルーシブ教育について、保護者からの相談を受ける

26日★最終本会議

7月1日二小樹木保存活動紹介イベント参加(旧駅舎)
3日東京都こども基本条例自主勉強会参加

4日 コミュニティスクールについての市民相談を受ける

12日脱炭素社会に向けての市民相談を受ける

15日土曜夜会の8周年駅頭情宣に参加
21日参議院議員木村えいこさんと、国政についての意見交換

24日子どもの虐待に関する市民相談を受ける

25日 ジェンダーとフェミニズムをテーマの懇談会に参加

29日 PFAS汚染学習会に参加/「メンタルヘルスとリカバリー」講座に参加
8月2日不燃ごみやビン、缶などの選別作業を行う環境センター視察

9日 「介護を産業に」をテーマにした当事者団体と市役所担当課との話し合いに同席

14日★一般質問通告開始/9月議会議案説明を受ける
15日高齢の一人暮らしの市民の支援会議に参加

こ
れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
当

事
者
参
画
と
人
権
行
政
で
進
め
ま

す
！

上
村
和
子

私
は
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の
手

で
！
」
を
実
現
す
る
人
権
の
議
席
を
今
こ

そ
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
４
月
の

選
挙
に
立
候
補
し
、
１
２
２
１
票
を
い
た

だ
き
、
２
１
議
席
中
第
９
位
で
当
選
、
７

期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
本
来
、
選
挙
は
ま
ち
の
未
来
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
、
市
民
が
語
り
・
考
え
る
場

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
主
体
は
候
補
者

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
あ
る
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
選
挙
期
間
中
は
女
性
、

し
ょ
う
が
い
、
貧
困
、
多
様
性
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
い
く
つ
も
青
空
討
論
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
私
の
公
約
も
、
市
民
が

集
ま
り
、
政
策
を
出
し
合
い
、
議
論
し
て

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
外
交
政
策

の
失
敗
、
政
治
の
失
敗
で
す
。
仮
想
の
敵

に
対
す
る
攻
撃
準
備
で
は
な
く
、
対
話
を

重
視
し
た
積
極
的
外
交
を
首
相
自
ら
が
率

先
し
て
や
る
べ
き
で
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲
法
9

条
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、

全
て
の
住
民
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
と
人

権
と
平
和
を
守
る
施
策
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
市
役
所
に
駆
け
込
め

ば
道
は
拓
け
る
、
そ
う
い
う
市
役
所
を
つ

く
り
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
影
響
と
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
は
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。

つ
く
り
ま
し
た
。

私
は
選
挙
そ
の
も
の
を
民
主
主
義
の
広

場
に
し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
が
選
挙
を
通
し
て
ま
ち
の
政
治
を
語

り
合
う
場
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
選
挙
中
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
高
齢
の
女
性
で
し
た
。
私
自
身
も
時
に

は
車
椅
子
に
乗
っ
て
の
演
説
で
、
当
事
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

居
住
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
こ
ど

も
の
生
き
る
権
利
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
や
高
齢
者
や

外
国
籍
住
民
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
権

利
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
は
山
積
み
で
す
。

危
機
の
時
代
へ
の
突
入
を
前
に
、
偽
物
と

本
物
の
危
機
を
見
分
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
人
権
感
覚
を
き
た

え
な
が
ら
、
7
期
目
も
全
て
の
施
策
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
で
、

◆
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
い
の

ち
を
脅
か
す
ほ
ど
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
こ
の
夏
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
大
き
な
樹
木
の
積
極
的
保
全
／

緑
地
確
保
／
人
が
安
全
に
生
き
ら
れ
な
く

な
る
気
温
上
昇
１
・
５
度
を
止
め
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で
６

２
％
削
減
を
国
立
市
の
目
標
と
す
る
、
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
形
で
始

ま
っ
た
戦
争
は
長
期
化
し
、
世
界
を
巻
き

込
み
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
こ
の

世
に
正
し
い
戦
争
は
な
い
」
と
い
う
真
理

生
活
困
窮
の
問
題
／
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
複

合
す
る
困
難
を
抱
え
た
女
性
支
援
／
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
残
さ
ず
、
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
す
る
仕
組
み
／

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
、
最
期
ま
で
尊
厳

が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

な
ど
、
当
事
者
を
中
心
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

◆
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
間
違
い
続
出
の

マ
イ
ナ
ー
保
険
証
の
強
行
、
有
害
汚
染
物

質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
の
汚
染
問
題
な
ど

新
し
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
躍
進
に
よ
る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
調

査
検
証
し
、
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

社
会
構
造
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
の
側
に
立
っ
た
議
員
活
動
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
皆
さ
ま

に
お
約
束
し
ま
す
。
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うえむらかずこ　活動日誌から（’23.5～8月）

寄
稿
コ
ラ
ム

自
然
の
恩
恵
は
子
ど
も
の
権
利

—
—

多
く
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た

二
小
樹
木
救
出
の
奇
跡

二
小
近
隣
住
民
Ｓ

2
年
前
の
春
、
二
小
建
て
替
え
の
説

明
会
に
参
加
し
、
木
々
が
多
数
伐
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
新
し
く
若
木
を
植
え
る

に
し
て
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ

た
生
態
系
が
伐
採
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。幸

い
、
こ
の
懸
念
を
共
有
し
て
く
れ
る

仲
間
と
、
市
に
話
を
つ
な
げ
て
く
れ
る
議

員
が
い
た
。
お
か
げ
で
、
担
当
部
署
と
の

話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
結

局
、
伐
採
は
や
む
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
に

話
は
行
き
つ
き
、
こ
の
春
を
迎
え
た
。

だ
が
突
然
の
よ
う
に
奇
跡
が
起
こ
る
。

映
画
「
杜
人
（
も
り
び
と
）
」
の
矢
野
智

徳
氏
（
環
境
再
生
医
）
が
視
察
に
来
て
移

植
の
道
が
開
け
た
の
だ
っ
た
。

突
然
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
こ
の
数

年
間
で
、
こ
こ
に
至
る
「
水
脈
」
は
着
々

と
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

座
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
気
候
変
動
と
、

持
続
可
能
な
社
会
志
向
。
再
開
発
に
よ
る

樹
木
伐
採
計
画
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
声
。

映
画
「
杜
人
」
の
公
開
と
、
監
督
が
国
立

市
民
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
小
の
子
ど

も
と
保
護
者
の
、
木
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
。
そ
れ
ら
が
ぴ
た
り
、
ぴ
た
り
と
重

な
っ
て
今
回
の
奇
跡
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

そ
こ
に
、
市
、
市
教
委
、
市
民
団
体
、

建
設
会
社
、
造
園
家
集
団
、
彼
ら
す
べ

て
に
よ
っ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
樹
木
の
引
っ
越
し
の
決
断
が
な
さ
れ

た
。こ

の
決
断
を
称
え
た
い
と
思
う
。
移
植

が
成
功
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
自
然
環

境
保
全
へ
の
革
新
的
な
一
歩
に
な
る
。
た

と
え
叶
わ
な
く
て
も
未
来
の
学
問
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
違
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
価
値
あ
る
贈
り
物
だ
。

国
立
市
は
現
在
「
子
ど
も
基
本
条
例
」

を
策
定
中
だ
が
、
私
は
「
自
然
環
境
の
保

護
」
を
条
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
然
の
恩
恵
は
ど
の
子
に
も
平
等

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
だ
と
。

樹
木
の
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
、
連

日
の
酷
暑
に
耐
え
な
が
ら
思
う
。
二
小
の

東
側
フ
ェ
ン
ス
沿
い
、
既
存
の
木
々
の
間

に
、
仮
置
き
の
約
40
本
の
樹
木
が
並
ぶ

そ
の
辺
り
だ
け
は
気
温
が
低
く
、
涼
し
い

風
が
吹
き
抜
け
る
の
だ
。

今
、
地
球
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
状

況
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
今
す
ぐ
何
と
か
せ
ね
ば
！
と
い

う
局
面
。
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
振
り

返
れ
ば
、
な
ぜ
か
見
え
る
の
は
希
望
の
光

だ
。多

く
の
人
が
、
良
い
世
の
中
を
作
り
た

い
と
願
い
、
「
水
脈
」
は
す
で
に
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
湛
え
て
い
る
。
流
れ
は
た
ぶ

ん
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
奇
跡
は
き
っ
と
、

ま
た
、
起
き
る
だ
ろ
う
。

参議院議員木村えいこさんを迎えて、駅前街頭宣伝

7期目のスタートにあたって

うえむら かずこ

上村和子
国立市議会議員／現職7期

無所属 一人会派「こぶしの木」

活動レポート No.95

3月、二小の桜。5月、多くの人の思いがつながって、
伐採予定のうち40本を救出。

うえむらかずこ 活動日誌（′23.5〜8月）

「加害者としての戦争を語る会」

日時：9月17日(日)昼2時〜
場所：くにたち公民館・講座室
内容：ノンフィクション作家の高瀬毅

さんに被爆地・長崎で今、何が
起きているかお話しいただきます。

費用：無料
申込：090-1469-1094（龍野）

（★は議会関係の活動）

5月8日★新体制を協議する議員顔合わせの会参加

15日★議長立候補意見表明会に参加

18日ゼロエミッション国立の会からの市長に対する提案の場をコーディネート

23日★6月議会一般質問通告
26日★6月議会の議案説明を受ける

29日★6月議会初日の文化スポーツ財団と土地開発公社の経営状況の報告を受ける

6月2日 フルインクルーシブをテーマにした劇とシンポジウム参加

6日★6月議会初日・本会議
8日 9,12,13 ★一般質問(上村は13日)

14日★休会白日/議員有志で農業委員候補の畑を見て、話を聞く。
15日★総務文教委員会出席

16日★建設環境委員会

19日★福祉保険委員会

25日 フルインクルーシブ教育について、保護者からの相談を受ける

26日★最終本会議

7月1日二小樹木保存活動紹介イベント参加(旧駅舎)
3日東京都こども基本条例自主勉強会参加

4日 コミュニティスクールについての市民相談を受ける

12日脱炭素社会に向けての市民相談を受ける

15日土曜夜会の8周年駅頭情宣に参加
21日参議院議員木村えいこさんと、国政についての意見交換

24日子どもの虐待に関する市民相談を受ける

25日 ジェンダーとフェミニズムをテーマの懇談会に参加

29日 PFAS汚染学習会に参加/「メンタルヘルスとリカバリー」講座に参加
8月2日不燃ごみやビン、缶などの選別作業を行う環境センター視察

9日 「介護を産業に」をテーマにした当事者団体と市役所担当課との話し合いに同席

14日★一般質問通告開始/9月議会議案説明を受ける
15日高齢の一人暮らしの市民の支援会議に参加

こ
れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
当

事
者
参
画
と
人
権
行
政
で
進
め
ま

す
！

上
村
和
子

私
は
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の
手

で
！
」
を
実
現
す
る
人
権
の
議
席
を
今
こ

そ
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
で
４
月
の

選
挙
に
立
候
補
し
、
１
２
２
１
票
を
い
た

だ
き
、
２
１
議
席
中
第
９
位
で
当
選
、
７

期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
本
来
、
選
挙
は
ま
ち
の
未
来
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
、
市
民
が
語
り
・
考
え
る
場

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
主
体
は
候
補
者

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
あ
る
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
選
挙
期
間
中
は
女
性
、

し
ょ
う
が
い
、
貧
困
、
多
様
性
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
い
く
つ
も
青
空
討
論
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
た
私
の
公
約
も
、
市
民
が

集
ま
り
、
政
策
を
出
し
合
い
、
議
論
し
て

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
外
交
政
策

の
失
敗
、
政
治
の
失
敗
で
す
。
仮
想
の
敵

に
対
す
る
攻
撃
準
備
で
は
な
く
、
対
話
を

重
視
し
た
積
極
的
外
交
を
首
相
自
ら
が
率

先
し
て
や
る
べ
き
で
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲
法
9

条
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、

全
て
の
住
民
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
と
人

権
と
平
和
を
守
る
施
策
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
市
役
所
に
駆
け
込
め

ば
道
は
拓
け
る
、
そ
う
い
う
市
役
所
を
つ

く
り
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
影
響
と
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
は
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。

つ
く
り
ま
し
た
。

私
は
選
挙
そ
の
も
の
を
民
主
主
義
の
広

場
に
し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
が
選
挙
を
通
し
て
ま
ち
の
政
治
を
語

り
合
う
場
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
選
挙
中
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
高
齢
の
女
性
で
し
た
。
私
自
身
も
時
に

は
車
椅
子
に
乗
っ
て
の
演
説
で
、
当
事
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

居
住
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
こ
ど

も
の
生
き
る
権
利
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
や
高
齢
者
や

外
国
籍
住
民
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
権

利
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
は
山
積
み
で
す
。

危
機
の
時
代
へ
の
突
入
を
前
に
、
偽
物
と

本
物
の
危
機
を
見
分
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
人
権
感
覚
を
き
た

え
な
が
ら
、
7
期
目
も
全
て
の
施
策
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
で
、

◆
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
い
の

ち
を
脅
か
す
ほ
ど
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
こ
の
夏
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
大
き
な
樹
木
の
積
極
的
保
全
／

緑
地
確
保
／
人
が
安
全
に
生
き
ら
れ
な
く

な
る
気
温
上
昇
１
・
５
度
を
止
め
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で
６

２
％
削
減
を
国
立
市
の
目
標
と
す
る
、
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
形
で
始

ま
っ
た
戦
争
は
長
期
化
し
、
世
界
を
巻
き

込
み
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
こ
の

世
に
正
し
い
戦
争
は
な
い
」
と
い
う
真
理

生
活
困
窮
の
問
題
／
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
複

合
す
る
困
難
を
抱
え
た
女
性
支
援
／
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
を
取
り
残
さ
ず
、
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
す
る
仕
組
み
／

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
、
最
期
ま
で
尊
厳

が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

な
ど
、
当
事
者
を
中
心
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
ま
す
。

◆
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
間
違
い
続
出
の

マ
イ
ナ
ー
保
険
証
の
強
行
、
有
害
汚
染
物

質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
の
汚
染
問
題
な
ど

新
し
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
躍
進
に
よ
る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
調

査
検
証
し
、
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

社
会
構
造
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
の
側
に
立
っ
た
議
員
活
動
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
皆
さ
ま

に
お
約
束
し
ま
す
。

４


